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定価１部10円 (組合員の購読料は組合費に含んでいます)
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遠め

が
ね

賃金確定闘
争の真っ只
中ですが､
私は仕事柄､
障がい者と

の繋がりが深く数々のボラ
ンティアもしています｡ 人
と人を繋げることは私のモッ
トーで､ それは組合運動と
も大きく重なりますね｡ 10
月末は鳥羽市で ｢第二回ブ
ラインドラリー世界選手権｣

と言うモータースポーツ競
技を行ないました｡ 文字通
り視覚障がいの方が対象で
すが､ 晴眼者も同じカテゴ
リーで競うことが狙いの一
つです｡ 主催者は私の友人
で日本トップクラスのラリー
ドライバーです｡ ラリーは
唯一２人で行う競技で助手
席の方の的確な指示で前が
見えにくい中でも走り抜け
ることがヒントとなり､ 五

年前に試行｡ 参加者から
｢視覚障がい者にとって車
の運転は夢の夢､ 宇宙旅行
に行った気分だ｣ と言う一
言に触発され､ 様々な模索
を経て本格的に開催｡ 参加
者は真剣な表情と緊張感の
中ハンドルを握り､ ゴール
時は満面の笑み｡ ｢来年は
絶対世界一になる｣ ｢もっ
と長く走りたい｣ と言って
帰路へ｡ 上位４人はみなさ

ん視覚障がいの方です｡ 隣
の方の指示を的確に守るこ
とができるからですね｡ ち
なみに私は５年目で初挑戦､
６位でした｡ 見えているも
のだけでない世界を味わい､
固定観念にとらわれず､ 人
を信頼することを学びまし
た｡ ボランティアは､ いろ
いろ苦労もありますが､ 賃
金確定闘争の結果に安堵し
ています｡

遠
め
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所属( )

匿名希望 有・無

ペンネーム( )

き り と り 線

投稿募集

☆市職労への要望

☆身近に感じる疑問､

矛盾､ 改善への提

案 etc.

※教宣部まで

掲載させていただい

た方には素敵な記念

品を進呈！

◎12月３日(水)は､ 市職労第77回定期

大会開催のため市職労事務所を終日

閉鎖しています｡

ご迷惑をおかけしますが､ ご理解

いただきますようよろしくお願いし

ます｡

◎なお､ 代議員の方は､ 13時30分より

新長田ピフレホールにて受付を開始

しますので､ ご参加いただきますよ

うお願いします｡

直 通

代表 ０７８－５９５－６２００

会計 ０７８－５９５－６２０１

Fax ０７８－５９５－６２０４

内 線

執行部 ９７１－６６５３・６６５６

全労済 ９７１－６６５２

自治労共済 ９７１－６６５１

会計 ９７１－６６５７

Fax ９７１－６９９９

市職労事務所の案内

年末手当2.35月分を12月
10日に一括支給

期末・勤勉手当について､

一般の職員及び会計年度任

用職員の期末手当を0.025

月引き上げ､ 今年度より

｢2.50月｣ から ｢2.525月｣

とするとともに､ 勤勉手当

の支給月数を0.025月引き

上げ､ 人事評価結果の反映

前の年間支給月数について､

今年度より ｢2.10月｣ から

｢2.125月｣､ 併せた期末・

勤勉手当の年間支給月数を

｢4.60月｣ から ｢4.65月｣ と

します｡

また､ 再任用職員につい

ては､ 期末手当を0.025月

引き上げ､ 今年度より

｢1.40月｣ から ｢1.425月｣

とするとともに､ 勤勉手当

を0.025月引き上げ､ 今年

度より ｢1.00月｣ から ｢1.025

月｣､ 併せた期末・勤勉手

当の年間支給月数を ｢2.40

月｣ から ｢2.45月｣ としま

す｡

なお､ 令和８年度の期末・

勤勉手当の支給月数につい

て､ 今回引き上げた月数を

夏期及び年末で均等に割り

振り､ 一般の職員及び会計

年度任用職員については夏

期・年末とも2.325月､ 再

任用職員については､ 夏期・

年末とも1.225月とします｡

今年度の年末手当につい

ては､ 一般の職員及び会計

年度任用職員は2.35月分を､

再任用職員は1.25月分を､

要求どおり12月10日に一括

支給します｡

当面の間､地域手当12％
を維持

国の地域手当の見直しに

対する本市での取扱いにつ

いては､ 以前にも申し上げ

ていたとおり､ 本市人事委

員会からの報告のほか､ あ

らゆる状況等を踏まえなが

ら､ 職員の給与水準に影響

を与えないよう検討を進め

てきました｡ その結果､ 令

和８年度以降においては､

当面の間､ 現行の12％を維

持することとします｡

なお､ 今後については､

あらゆる状況等を勘案し､

本市における取扱いの見直

しが必要な場合には､ 改め

て協議させていただきたい

と考えています｡

交通用具使用者に対する
通勤手当は､ 国の取扱い
等が示されたら改めて示
したい

交通用具使用者に対する

通勤手当については､ 先日

の交渉においても申し上げ

たとおり､ 本市における取

扱いについては､ 国の取扱

い等を踏まえながら判断す

る必要があり､ 依然として

お示しできる状況には至っ

ていません｡ 今後､ 国の取

扱い等が示されたら､ 本市

における実情等を踏まえつ

つ､ 改めて考えを示させて

いただきたいと考えていま

す｡

また､ この間に､ いただ

いた意見につき､ 対応でき

るものがあるかについては､

今後も引き続き検討してい

きたいと考えています｡

＜行財政局長最終回答要旨＞

市労連は11月７日､ 午後７時から正木行財政局長をはじめとする当局代表と団体交渉を行
いました｡ この交渉で当局から､ 最終回答として期末・勤勉手当の年間支給月数を4.65月に
引き上げ､ 年末手当2.35月分を12月10日に一括支給する回答がありました｡
また､ 地域手当については､ 当面の間､ 12％を維持する考え方が示されました｡ 交渉終了
後､ 再開された市労連執行委員会で､ 最終回答として単組討議に付すことが確認されました｡

2025賃金確定闘争

年末手当2.35月分を12月10日に一括支給
地域手当､当面の間12％を維持
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期末・勤勉手当の支給月数及び支給日 (案)
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勤勉手当の新たな加算制度の期
間計算の見直し

10月２日の交渉において､ 申入れ

をいただいていた ｢勤勉手当の新た

な加算制度｣ について､ 私どもの考

え方をお示しさせていただきます｡

加算金額については､ 対象所属に

代替職員の配置等がない期間30日に

つき24,000円を付与する取扱いとし

ていますが､ これを改め､ 代替職員

の配置等がない期間のうち､ 月初か

ら月末の期間は当該日数に関わらず

一月､ それ以外の期間は30日をもっ

て一月とし､ これらを合算した期間

一月につき24,000円を付与する取扱

いに見直しをします｡

実施時期は令和８年１月１日とし､

代替職員の配置等がない期間の始期

が令和７年12月31日以前の場合は令

和８年３月31日までの期間は従前の

取扱いとします｡ 我々としても､ 内

部で十分に検討した結果ですので､

ご了承いただきたいと考えています｡

育児・介護により転居した職員へ
の新幹線等に係る通勤手当の支給

概要ですが､ 職員が家庭の事情に

よらず働き続けることができるよう

に､ 育児・介護により転居して新幹

線等による通勤を必要とする職員へ

新幹線等に係る通勤手当を支給しま

す｡

育児・介護による転居の定義です

が､ まず､ ｢育児による転居｣ の定

義については､ 職員又は配偶者の異

動又は官署移転に伴い､ 配偶者と同

居し満18歳に達する日以後の最初の

３月31日までの間にある子を養育す

るため､ 職員及び配偶者の通勤を考

慮した地域に転居することとします｡

次に､ ｢介護による転居｣ の定義

については､ 職員又は配偶者の父母

であって､ 要介護認定を受けている

者の介護に伴い､ 当該父母の住居又

はその近隣の住居に転居することと

します｡

支給要件ですが､ 下記の(１)から

(４)の全てに該当することとしてい

ます｡

(１)新幹線等による通勤で１つの特

急券で乗車する区間が片道100キロ

メートル以上であること

(２)転居後の住居からの通勤である

こと

(３)新幹線等を利用し､ その利用に

係る特別料金等を負担することを常

例とすること

(４)新幹線等の利用により通勤事情

の改善が認められること

実施時期ですが､ 令和８年４月１

日とします｡

11月５日市労連は､ 中村行財政局給与課長をはじ
めとする当局代表と小委員会交渉を行いました｡ こ
の交渉で当局から､ 申し入れていた勤勉手当の加算
制度の見直しと､ ｢育児・介護により転居した職員
への新幹線等に係る通勤手当の支給｣ について提案
がありました｡ これに対し市労連は､ ７日の山場に
向けて､ 地域手当の取扱いや一時金の回答について
検討するよう申し入れました｡

＜市職労第77回定期大会＞

議事運営･資格審査委員会総会
11月12日､ 市職労第77回定期大会にかかる議

事運営・資格審査委員会が開催されました｡ 総

会では各ブロック支部幹事と議事運営・資格審

査委員会要綱についての確認が行われました｡

議事運営委員会で確認された事項

(１)会場内での文書の配布については､ すべて議事運営

委員会の承認を必要とする｡

(２)決議案､ 補強意見､ 修正案等の提出については､ 大

会前日の午後３時までにA4用紙に200部を印刷のう

え議事運営委員会に提出することとする｡

(３)決議案､ 修正案等の提案は代議員４名 (あるいは組

合員100名) の連記制とし､ 条件を満たさないもの

については無効とする｡ 代議員 (あるいは組合員)

については､ 施行規則第７条の条件を満たす者とす

る｡ 提出があった場合は､ 賛成・反対､ 各１名の代

表討論を行うこととする｡

(４)採決の方法は､ 原則として挙手によることとする｡

(５)支部の取り組み等の発言については､ 原則として各

支部より代表者１名による発言を保障した上で､ 時

間の許す限り多くの発言を認める｡

発言予定者は､ できるだけ議事運営委員会に申し

出ることとし､ 代議員の発言については､ 概ね３分

とする｡ また､ 修正案の提案は５分､ 代表討論は５

分以内とする｡

(６)文書による補強意見などについては､ 発言の優先権

を与えるものとはしない｡ ただし文書発言とみなし

本部からの答弁は行うこととする｡

(７)大会の日程は､ 概ね別記のとおりとし､ 若干の変更

は､ 大会議長団及び議事運営委員会幹事会に委ねる

ものとする｡

市労連小委員会交渉

山場に向けて地域手当の取扱いや
一時金の回答について検討を求める

������������������������������������������������������



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF753b50cf304c5c1130577dba9e97306a30d530a130a430eb5bb991cf304c8efd3081306e30d530a930de30c330c8300230ab30e930fc60c55831306f0043004d0059004b>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


